
【参 考 】
｀

※令和元年度特別支援学校教務主任研修会資料より

特別支援学校 (知的障害)における

各教科等の新しい評価の考え方





児童生徒の学習評価及び指導要録の
改善について |

tV長崎県教育庁特別支援教甫課

平成31年 1月 21日

文部科学省中央教育審議会

初等中等教育分科会教育課程部会

「児重生御 学習評価嘘 り方につい

て (報告)」

平成31年 3月 29日

文部科学省中等教育局長通知

「小学校、中学校、高等学校及ぴ特別

支援学校等における児童生徒の学習

評価及び指導要録の改善等につして

(麟日)」
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学翌評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の

学習状況を評イ面するもの

>「児童生徒に虜沖つた力が身に付いたか」という学習

の成果を的確に捉え、教師がサ旨導の改善を図るとと

もに、児童生徒自身が自らの学習を振り返つて次

の学習に向かうことができるよう1こするために行う。

Pian

い 軽 k

、じう″

「学歯指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり、教育課程

に基づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラ

ム・マネジメント」の中核的な役害」を拒とつている。

か

命

t ギ

騨 電信il了,屁≡ラ 百:也 Fハこ巧脅 珂

各教科における観点別学習状況の評価の観点1こつしては、「矢□識・技能」

「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3観点に整理された。

知識及び技能
学びに向かう力、

人間性等

観点別学習評価の

各観点

思考力・判断力

表現力等

主体的に学留に

取り組む態度

感'陛(思いやりなど

個人内評価評  定

学習指導要領に示す

目標や内容

●観点ごとIE評価し、月
重生徒の学習状況を

分析的に捉Яるもの
o鯨 ごとにABCの 3
段階で評価

辟 婦 I伽百剖5影金軍罪割配〓Πi囀 ミ再護∃
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観点別学習状況の評イ面とは、

その実現状況がどのようなもの

習状況を分析的に孝足えるもの。

学習指導要領に示す目標に照らして、

かを、観点設二に評イ面し、児童生徒の学

各教科の内容のまとま笙光に評価規準を作成し、評価していく。

観点別学習評価の

ではなく、斥唄Jとして
記録に用いる評価にうしては、毎回の授業

に、それ詢 の実現状況を把握できる段階で行うなど、その場面

→
｀

を精選すること腫 要である。

`ヨ

;同刊製 購 デ潮 剛師

※各段階に、児童が、日常生活や身の回りの数学の事象から問題を見いだし、

主体的に取り組むようにするために、〔数学的活動〕力Wiたに設けられた。

1段階 2段階 3段階

「A 数量の基礎」ア
「A数 量の基礎」イ
「B 数と言十算」ア
「C図 形」ア
「D測 定」ア

「A数と計算」ア
「B図形」ア
「B図形」イ
「C 測定」ア
「Dデータの活用」
「Dデニタの活用」
「Dデータの活用」

ア

イ

ウ

「A数 と計算」ア
「A数 と計算」イ
「B図 形」ア
「B図 形」イ
「C測 定」ア
「C測 定」イ
「Dデ T夕の活用」ア

<小学部 欝数科>

呻 持 』
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盟 輔里憲豚厨溜緊絲:岳る基鞘 (小学校、中学校)(評価規準の作成及び評価方法の工夫等)【案】より

<はじめに>
学習指導要領に示された各教科及び各学年の目標を踏まえて、

「評価の観点及びその趣旨」が作成されていることを理解した上で

①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

②【観点ごとのポイント】を踏まえ、f内容のまとまり士 の評価規準」を

作成する。

【1アJ】

小学部 算数科

2段階の「B図形」

「ものの分類に関すること」

ロ
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<はじめに>目標の確認         、

【特別支援学校学習書旨導要領】「小学部 算熱科の目標」(P95)  |
数学的な見方・考え方を働かせ、1数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のと

おり育成することを目:旨す。

1( ) 2( ) (3)

数量や図形などこつしての基

礎的,基本的な概念や性質な

aこ気付き理解するとともに(
日常の事象を数量や図形に

注目して処理する技能を身に

付けるようにする。

日常の事象の中から数量や図
形を直感的に捉える力、基礎
的・基本的な数量や図形の性
質などこ気付き感じ取る力、

数学的な表現を用いて事象を
、簡潔・明瞭・的確に表したり柔
軟I薔浜したりする力を養う。

数学的活動の楽しさに気付きて

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を
解決しようとする態度、算数で
学んだことを学習や生活に活
用しようとする態度を養う。

軍ヨ|1回

<はじめに>評価の観点及び趣旨を確認

【改善等通知 用U紙 4 1二 2算数・執学 (1)<小学部 算数>】

観点 知識・技能 思考・判断 ,表現 主体的に学習に取り組む態度

輛胆　　　一日

・数量や図形な白こつい

ての基礎的・基本的な

概念や:性質などこ気付

き理解している。
。日常の事象を数景や

図形に着目して処理す

る技能を身に付けてい

る。

日常の事象の中から数量や

図形を直感的に捉える力、基

礎的・基本的な数量や図形
の性質などこ気付き感じ取る

力、数学的な表現を用ぃて

事象を簡潔!明瞭。中確に表

したり目的に応じて柔軟に表

したりする力を身に付けている。

数学的活動の楽しとに気付き、

関心や興味をもち、学習したこ

とを結び付けてよりよく問題を解

決しようとしたり、算数で学んだ
ことを学習や生活に活用しよう

としたりしていると

需 い I
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「小学部 算数科 2段階 B図形」の口標 (P99)

特別支援学校 (知的障害)Jヽ学部及び中学部の各教科については、段階ごとの評価の観点及びその趣旨は、

まだ示されていないため、参考として作成した。

※小学校算数科 第1学年の目標の「:引面の観点及びその趣旨」を参考に作成。

( 3 )(2)1( )

図形に関心をもち、算数で学んだこと

の楽しさやよさを感じながら興味を

もつて学ぶ態度を養う。

身の回りのものの形に関心をもち、分

類したり、集めたりして、形の性質に

気付く力を養う。

身の回りのものの形に着目し、集めた

り、分類したりすることを通して、図形

の違い力`分かるようにするための技曾ヒ

を身に付けるようにする。

知識。技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

身の回りのものの形に着日し、集めた

り、分類したりすることを通して、図形

の違いが分かるようにするための技能

を身に付けている。

身の回りのものの形に関心をもち、分

類したり、集めたりして、形の性質に

気付く力を身に付けている。

図形に関心をもち、算数で学んだこと

の楽しさやよさを感じながら興味を

もつて学ぼうとしている。

【特】u支援学校学習指導要領】

【評価の観点及びその趣旨】(例示)

田

①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。

 ́も¢v,'Iゆ :こ r,。 1,そ t'れ 縦ヽ'き勇Lて

■,米必ょうな加景,ミび上4とを■にく
'け

ること、

1う ′イ,ユ 'VI )、 ときにや1111て
'■

|`こ と,

こ; ″Ⅲζな44)をお停,1'■kざトッ帯i(=チ として′チ411子 こと

(1'次 め工うな慧イカ.T驚I力 `楽本!を Sを ″
1こ■
'4こ
と、

“

 ちの46や影,大きを 韓驚 悪■■本薬琥:こ こl'L 去uiヤ

,1す るこを

④ 身近なものを目的,用途及ぴ機能に着目して分懸すること。
次のような思考力!半u瞬力,表現力等を身に付けること。

② ものを色や影,大きき,日堕=型塗Z整1攣暉 里生お墨欝

を身に付けること的活動を通して, のア

(r)

の 色や形 . ★ 斉さに善 目して

び技會ヒ 身に付けることじ

ムこ左^

ものの に わ る

(ア )次のような知

ができるよう指導すると

イ オOi〕
'1と

あ′

``(イ

)い千́■再れ
'◆

無1指

'h',■

・kし て,な0■「litV

とイ1'ら ことガぐⅢⅢよう鷺審ナら,

(● ,よ (')よ うな知巌友ざ1オとをすてそこ
`1サ

′_こ と,

与 ηOl`'ウ 〔|あ るも,,の 影1=41,オ |う  上や■舟メ騨ア,上 ⅢⅢ名

4'■ (11ン0こ と,

う 耗や脇り保, 十 ,́△ヤt:な か (こ と,

C 大手さ,こ など栞!,f)果 なるもマ'｀であ 'て とr′
ゆ篤llモ オti t

で,,r策した
',1、
,た りすること,

■
'Aの
i'を 撃),′力、イr断力 た■4ヽI!オたイチ

'あ
こと.

η をつ碑ウ1とめるこし,カヤ1=猟 工r浄 ,il んヤ■4 4れなうえな

ゎtl″帝たぅ′

“

ヽた
'

小学部 算数科 2殿階 B図形 の内容 P100)

知識及び技能に関する内容

山口甲ローーー‐思考力、判断力、表現力等に関する内容
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②【観点註のポイン卜】を踏まえ、「内容のまとまりE光の評価規準」を作成する。

「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】

○「タロ識・技會ヒ」のポイント
●基本的に当該内容のまとまりで育成を目指す資質。能力に該当する指導事項につして、育成したい資質・能力に

照らして、「共口識及び技能」で示された内容をもとに、その文末を「～している」「～できる」として、の評価規準を作

成する。

O「思考・判断・表現」のポイント          |
●基本的に当該内容のまとまりで育成を目指す資質,能力に該当する指導事項について、育成したい資質・能力に

照らして、「思考力、判断力、表現力等」で示された内容をもとに、その文末を「～している」として、の評価規準を

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
● 該当する段階の目標の(3)の主体的に学習に取り組む態度の「観点の趣旨」をもとに指導事項を踏まえて、

その

文末を「～している」として、評価規準を作成する。

② 【観点立のポイン卜ヽ】を踏まえ、「内容のまとまり史 の評価規準Jを作成する0

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

・色や形、大きさに着目して分類

すること。
・身近なものを目的、用途及び

機有とに着目して分類すること。

ものを色や形、大きさ、目的、用途

及び機能に着目し、共通点や相

違点について考えて、分類する方

法を日常生活で生かすこと。

※内容|こは、学びに向か,力、人間
!陛等について示されていないことから、

該当する段階め目標(3)を参考にす

る。

各段階の評価の観点及びその趣旨が示されていないため、

下記の評価規準は、一例として記載している。

主体的に学曽に取り組む態度思考・判断・表現知識・

・ものの分類に関心をもち、算数で学

んだことの楽しさやよさを感じながら学

ばうとしている。

もめを色や形、大きさ、目的、用途
及び機能に着目し、共通点や相違
点について考えて、分類する方法を
日常生活で生かしている。

・色や形、大きさに着目して分類して

いる。
。身近なものを目的、用途及び機能

に着目して分類している。

学習指導要領 内容 (P100)

「ものの分類」の内容のまとまりごとの評価規準 例

翻
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I

`
I I

各学校に求められていること

こと
>評価に関する実践事例を蓄積し共有していくこと
>評価結果(とつしての検討を通じて評価に関する教師の力量の向
上を図ること
>教務主任や研究主任を中心に学年会や教科等部会等の校内

同士で検討し明 する事前> や

坤 雪hi雨】 翌 岬 酬

“

柄 羽府 Я例日
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 (′J靖箸b、 中学部)

(評価規準の作成及び評価方法の二夫等)【案】

第 1編

中学部 理科 における「内容のまとまりごとの評価規眸」を作成する際の手順

1 中学部 理科 における内容のまとまりは、以下のようになっている。

2 「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手ll原

「内容のまとまりごとの評価規準」はデ第 1編に示した基本的な手ll贋の流れを踏まえ,各教科

等の特質に応じた形で作成する。各教科等の特質に応じた「内容のまとまりごとの評価規準」作

成の具体的な手ll原については,次ぺ▼ジ以降に記載している。

学習指導要領に示された教科及び段階の目標を踏まえて、「評価の観,点及びその趣旨」が作成さ

れていることを理解した上で,

① 各教科における「内容のまとまり」と 帥 の観点」との関係を確認する。

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ,「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。

〔1段階〕

修)内容
A 生命
B 地球 。自然
C 物質・エネルギー

ア 身の回りの生物
ア 太陽と地面の様子
ア 物と重さ

イ 風やギムの力の働き
ウ 光や音の性質
工 磁石の性質
オ 電気の通り道

※ 他段階においても、各区分の内容のア、イ・ 。・の各項目を内容のまとまりとする。

-153=



3小学校理科における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

<例 第1段階 C物質口手ネルギエ ア「物と重さ』>

【小学部日中学部学暫指導要領 第2章 第2節 理科「1 目標」】     ‐
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもつて、観察、実験を行うことなどを

通して、自然の事象。現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。

l′J端箸焉・ P。 152)

【改善通知 別紙4理科 (1) びその趣旨 <中学部 理解>】

(改善通知 P,25)

伍) (2) (3)

自然の事物 。現象についての

基本的な理解を図り、観察、実

験などに関する初歩的な技能

を身に付けるようにする。

観察、実験などを行い、疑問

をもつ力と予想や仮説を立てる

力を養う。

自然を愛する心晴を養うとと

もに、学んだことを主体的に日

常生活や社会生活などに生かそ

うとする態度を養うと

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現矢断轡i・ 寸餃弟協

自然の事象 P現象に進んで関

わり、学んだことを学習や生活

に生かそうとしているど

自然の事物。現象について豊

察、実験などを行い、疑問をも

_つととも!こ、予想や仮設を立て、

それらを表現するなどして問題

角微 している。

自然の事物・現象についての

基本的な性質や規則性などに ,

ついて理解しているとともに、

器具や機器などを目的に応じ

て扱いながら塾塞、塞醸などを

行い、それらの過程や得られた

結果を記録している。
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【可靖増[□中学部学習指導要領 第2章 第2節 理利・『2各段階の目標及び内容」(1段階)
仰)目標」 】

[第1段階]

C物質耳エネルギー

(′J嗚箸呂。中学部学習指導要領 P,153

【改善等通知 別紙4理科 (2)段階別の評価り玩くの趣旨 <中学部 理科>第 1段階】
※改善等通知には示されていない。各学校で作成する必要がある。

☆小鋤 第3学年の目標の 嘲仙の観J点の趣旨」を参考に、中学部理科の目標の「評価の

観点の趣旨」と目標の解説の範囲内で誅

ア イ ウ

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路にういて気付

き、観察、実験などに関する初

歩的な技能を身に付けるよう

にする。

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路から、主に差異

点や共通点に気付き、疑問をも

つ力を養う。

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路について進んで

調べ、学んだことを日常生活な

どに生かそうとする態度を養

う。        i

鰯 ・J技靖腟 思考・判断。表現 主体的に学習に取り組む態度

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路について気付

いているとともに、器具や機器

などを扱いながら調べ、それら

の過程や得られた結果を記録

している。

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路について、観察、

契験などを行い、主に差異点や

共通点に気付き、疑問をもつと

ともに、考えを表現するなどし

て問題解決してヤヽる。

物の性質、風やゴムの力の働

き、光や音の性質、磁石の性質

及び電気の回路についての事

象 :現象に進んで関わり、身の

回りの中で見つけようとしてい

るとともに、学んだことを学習

や生活に生かそうとしている。
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第2編

【小学部。中学部学習指導要領の内容】

ア 物と重さ

物の性質について、形や体積に着日して、重さを比較しながら調
べる活動を通して、次の事

項を身に付けることができるよう指導する。

(ア)次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する初歩的な技能を身Iこつけること。

① 各教科における「内容のまとまり」 と 獅 の観点」との関係を確認する

② 物は、 ても重さは変わらないこと。

④ 体積が同じでも さは津うことがあることぉ

(イ) 物 ≧重さとの関係について調べる中で、 こ気付き、物のJl生暫に

(下綴 ・・・知識及び技能に関する内容

(波線)。 。・思考力,判断力,表現力等に関する内容

② 次の 【観点 とのポイン ト】を踏まえ 、 各「内容のまとまり との評価胸 を作成する

(1)「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の 【観,点ごとのポィント】

○ 「知識・技能」のポイント
「宍日識」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の

「(2)内容」

における知識に関する内容である②、④などの文末を「～を理解している」として作成す

る。 ※「理解」は、(ア)に示す内容の稲囲内である。
「技能」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の

「(2)内容」

における技能に関する内容である「観察、
1実
験などに関する初歩的な技能を身に付けるこ

0

●

と」の文末を「～身に付けている」として作成する。

○ 「思考 ,判断。表現dのポイント
「思考・判断・表現」についての「内容のまとまりごとの評価規眸」は、学習指導要領の

「(2)内容」における思考力、判断力、表現力等に関する内容である、卜:について追容
する中で, 差異点や共通′くに気付き、ィについて疑問をもち、表現すること」の文末を

「～

表現している」として作成する。

0
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○ 「主体的に学習に取り組む態度」のポイント

「主体的に学習に取り組む態度」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習

指導 要領の「(2)内容」に育成を目指す資質。能力が示されていないことから、「段階別

の評価の観点の趣旨」の「…についての事物・現象に進んで関わり,身の回りの中で見つ

けようとしているとともに、学んだことを学習や生活に生かそうとしている」を用いて作

成する。

0

(2) 学習指導要領の「2内容」 及び 「内容のまとまりごとの評価規準 (例 )」

学
習
指
導
要
領
　
②
　
内
容

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

(ア)次 のことを理解する
とともに、観察、実験な

どに関する初歩的な技能

を身につけることも

② 物は、形が変わつて
も重さは変わらないこ

と。

④ 物は、体積が同じで
も重さは違うことがあ

ること。

(イ)物 の形や体積と重さ
との関係について調ボる

中で、差異点や共通点に

気付き、物の性質につい

ての疑問をもち、表現す

ること。   `

※内容には、学びに向かう力、

人間性等について示されて

いないことから、該当段階

の目標 (1)を参考にする。

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準
　
例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

。物はヽ形が変わっても重

さは変わらないことを理

解している。

・物は、体積が同じで も
重さは違うことがあるこ

とを理解しいている。

・観察、実験などに関する

初歩的な技能を身につけ

ている。

・物の形や体積と重さとの

関係 について調べる中

で、差異点や共通点に気

付き、物の性質について

の疑問をもち、表現して

ヤヽる。

。物の性質についての事象・

現象に進んで関わり、身の

回りの中で見つけようとし

ているとともに、学んだこ

とを学習や生活に生かして

ヤ`る。

※学年 。分野別の評価の観υ煮

の趣旨のうち「主体的に学

習に取り組む態度」に関わ

る部分を用いて作成する。
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料(小学部、中学部)

(評価規準の作成及び評価方法の工夫等)【案】

中学部 保健体育科 における「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の手順

1 中学部 保健体育科の内容のまとまり

中学部保健体育科における内容のまとまりはヽ以下のようになっている。

2 「内容のまとまりごとの評価規準」作成の基本的な手順

「内容のまとまりごとの評価規準」は,第 1編に示した基本的な手順の流胞を踏まえ,各教科

等の特質に応じた形で作成する。各教科等の特質に応じた「内容のまとまりごとの評価規準」作

成の具体的な手ll原については,次ベージ以降に記載している。

第 1段階 A 体つくり運動
B 基拘斌藝動
C 陸劃ゴ藝動
D 蜘
E 賊
F 鑓
G ダンス
H 保健

第2段階 A 体つくり運動
B 黙拘娘藝動
C 陸磐ゴ藝動
D 脚
E 雄
F 趙
G ダンス
H 保健
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学習指導要領に示された教科及び段階の目標を踏まえて、「評価の観′ミ及びその趣旨」が作成さ

れていることを理解した上で,

l① 各教科における「内容のまとまり」と 雨 の観点」との関係を確認する。

② 【観点ごとのポイント】を踏まえ, 「内容のまとまりごとの評価規洋」を作成する。

3,中       における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順

<例 第呵段階「B脚 」>

【小学部B中学部学習指導要領 第2章 第2節 保健体育 「1 目標」】
体育や保健の見方う考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通して、心

と体を一体として捉え、生涯にわたちて心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現

するための資質。能力を次のとおり育成することを目指坑

lノJ靖箸悟・中学部学習指導要領 Pi:172)

【改善通知 別幸氏4保健体育 (1)評価の観点及びその趣旨 <中学部 保健体育>】

但} (2) (3)

各種の運動の特性に応じた

技能等及び自分の生活におけ

る健康・安全について理解する

とともに、基本的な技能を身に

つけるようにする。

各種の運動時健康・安全につ

いての自分の課題を見付け、そ

の解決に向けて自ら思考し判断

するとともに、他者に伝える力

を養う。

生涯にわたつて運動に親しむ

ことや健康の保持増進と体力の

向上を目指し、明るく豊かな生

活を営む態度を養う。

矢瞬習と・J隣備脇 思考・判断。表現 主体的に学習に取り組む態度

各種の運動の特性に応じた

技能等を理解しているととも

に、基本的な技能を身にうけて

ヤヽる。

また、自分の生活における健

康 。安全にういて理解している

とともに、基本的な技能を身に

つけている。

各種の運動についての自分の

課題を見付け、その解決に向け

て自ら思考し半J断しているとと

もに、それらを他者に伝えてい

る。

また、健康・安全についての

自分の課題を見付け、その解決

に向けて自ら思考し半U断すると

ともに、それらを他者に伝えて

いる。

運動の楽しさや喜びを味わう

ことができるよう、運動に進ん

で取り組もうとしている。
「

また、健康を大切にし、自己

の健康の保持増進に進んで取り

組もうとしている。
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【可靖増卜中学部学習指導要領 第2章 第2節 保健体育「2各段階の目標及び内容    ―
〔中学部1段階〕側)目標 】

l′J嗚箸呂。中学部学習指導要領P.172)

【 改善等通知 月u紙4離 体育  (2)段階別の評価の観点の趣旨
<中学部 保健体育>第 1段階 】

※E女善等通知には示されていない。各学校で作成する必要がある。    ‐

☆小学校体育科 第 1学年及び第 2学年の目標の「観点の趣旨」を参考に、中       の
目標の「評価の観点の趣旨」と目標の解説の範囲内で記花

ア イ ウ

各種の運動の楽しさや喜び

に触れ、その仲性に応じた行い

方及び体の発育。発達やけがの

防止、病気の予防などの仕方が

分かり、基本的な動きや技能を

身に付けるようにする。

各種の運動や健康な生活にお

ける自分の課題を見付け子その

解決のための活動を考えたり、

工夫したりしたことを他者に伝

える力を養う。

各種の運動に進んで取り組

み、きまりや簡単なスポ■ンの

ルールなどを守り、友達と協力

したり、場や用具の安全に留意

したりし、最後まで楽しく運動

をする態度を養う。

また、健康 。安全の大切さに

気付き、自己の健康の保持増進

に進んで取り組む態度を養う。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

各種の運動の特性に応じた

行い方について分かつている

とともに、基本的オF動きや技能

を身に付けている。

また、体の発育。発達やけが

の防止(病気の予防などの仕方
について分かっているととも

に、基本的な動きや技能を身に

付けている。

各種の運動における自分の課

題を見付けているとともに、そ

の解決のための活動を考えた

りヽ 二夫したりしたことを他者

に伝えている。

また、健康な生活における自

分の課題を見付けているととも

に、そQ解決のための活動を考
えたり、工夫したりしたことを

他者に伝えている。 そ

各種の運動の楽しさに最後ま

嘲 帥じることができるよう、各

種の運動に進んで取り組もうと

している。

また、健康。安全の大切さに

気付き、自己の健康の保持増進

に進んで取り組もうとしてい

る。
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① 名歌牟キにお〔する「内容のまとま り」 と『評価の観点」との関係を確認する

【小学部。中学部学習指導要領の内容】

B 基拘頗藝動
器械運動について、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ゝそア つ

つ ついての え

り、工夫し りしたこ≧ え るこ澄ハ

つ したり

こ留煮 したりし、 まで楽しく ることハ

(下綴 。・・知識及び技能に関する内容

(波線)。 。・思考力,判断力,表現力等に関する内容

(二重線)…「学びに向かう力,人間性等」に関する内容

② 次の 【観点 とのポイン ト】を踏まえ 、 各『内容のまとまり との評価胸 を作成する囁
L

(1)イ内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の【観J煮ごとのポイント】

○ 「知識。技能」のポイント

「知識」については、学習指導要領の内容の「ア 器械・器具を使つた運動の楽しさや喜
びに触れ、その行い方が分かり、基本的な動きや技を身に付けること。」の「その行い方が

分かり」と示している部分が該当し、評価規準は、「～の行い方が分かつている。」として

作成することができる。
「技能」については、「基本的な動きや技を身に付ける」と示している部分が該当し、評価

規準は、「～ の基本的な動きを身に付けている。」、「～ の基本的な技を身に付けている。」

0

0

として作成することができる。

○ 「思考・判断・表現」のポイント

「思考・判断」については、学習指導要領の内容の「イ 器械・器具を使った運動につい
ての自分の課題を見付け、その解決のための活動を考えたり、二夫したりしたことを他者

に伝えること。」の「器械。器具を使つた運動について自分の課題を見付け、その解決のた

めの活動を考える」と示している部倉が該当し、評価規準は、咄鞠完・器具を使った運動に

見付け、その解決のための活動を考えている。」として作成することが

●

ついて自分の課題を
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できる。

0 「表現」については、「工夫したりしたことを他者に伝えること。」と示している部分が該
当し、評価規準は、「工夫したことを友達に伝えている。」として作成することができる。

O 「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
「主体的に学習に取り組む態度」については、学習指導要領の内容のイウ 器械・器具を
使つた運動に進んで取り組み、きまりを守り、友達と協力したり、場や器械・器具の安全

に留意したりし、最後まで楽しく運動すること。」のすべてが該当し、評価規準は、「最後

まで、器械・器具を使つた運動に進んで取り組もうとしていたり、きまりを守り、友達と

協力しようとしていたり、場や器械・器具の安全に留意している。」として作成することが

できる。

0

(2) 学習指導要領の「2内容」 及び 「内容のまとまりごとの評価規準 (例)」
ギ
習
指
導
要
領
　
②
　
内
容

器械運動について、次の事項を身に付けることができるよう指導する。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

ア 器械 。器具を使つた運
動の楽 しさや喜びに触

れ、その行い方が分かり、

基本的な動きや技を身に

付けること。

イ 器械・器具を使つた運
動についての自分の課題

を見付け、その解決のた

めの活動を考えたり、工

夫したりしたことを他者

に伝えること。

ウ 器械・器具を使つた運
動に進んで取り組み、きま

りを守り、友達と協力した

り、場や器械・器具の安全

に留意したりし、最後まで

楽しく運動すること。

∫内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

次の器械運動の行い方を

分かっているとともに、そ

の動きや技を身に付けてい

る。

(ア)マント運動では、マン
トの上での連続前転や後

転、場を使った開脚前転

をしている。

(イ)鉄棒運動では、足抜き

器械・器具を使つた運動

について自分の課題を見付

け、その解決のための活動

を考えているとともに、工

夫したことを友達に伝えて

ヤヽる。

最後まで、器械・器具を使

つた運動に進んで取り組もう

としていたり、きまりを守り、

友達と協力しようとしていた

り、場や器械・器具の安全に

留意している。

-162-



1回り,ぶら下がり、支持
iしその前後の揺れや跡び,

下りをしている。   i
(ウ)眺び箱運動では、両手
を着いての腕立て横跳び

超レ々 してぃる。

-1●す―


